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有利販売のためには、長期間出荷することが望まれる。 上 ボルスタール乳剤
労働力に合わせた作型を選択するとともに、作型を組み合わせ １１ 中 １５００～２０００倍
て出荷労力の分散を図ることが望ましい。 下
特に、トンネル栽培に取り組み早期からの出荷を行い、出荷期 上
間の延長を目指しましょう。 １２ 中
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